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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 

ツキノワグマ、イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、 

ハクビシン、アナグマ、タヌキ、カラス類、サギ類、 

カワウ 

計画期間 令和７年度～令和９年度 

対象地域 会津坂下町全域 

 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和５年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 被害金額 被害面積 

ツキノワグマ りんご ８４８.６千円 ２１ａ 

イノシシ そば ６８.８千円 ５０ａ 

ニホンジカ 水稲 ２５８.２千円 ２０ａ 

ニホンザル ― ０千円 ０ａ 

 

 

 

ハクビシン 

スイカ １.１千円 ０.０５ａ 

トマト ３千円 ０.０２ａ 

計 ４.１千円 ０.０７ａ 

アナグマ ― ０千円 ０ａ 
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タヌキ ― ０千円 ０ａ 

カラス類 ― ０千円 ０ａ 

サギ類 ― ０千円 ０㎏ 

カワウ ― ０千円 ０㎏ 
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（２）被害の傾向 

ア ツキノワグマ 

近年は自家消費用野菜（トウモロコシ等）や果樹（りんご・柿等）、タ

ケノコ等の被害を受けており、宇内地区、洲走地区、杉山地区で特に被害

が頻発している。また、電気柵設置・管理等している勝方地区、杉山地区

において、電気柵の切れ目から侵入してくる傾向にある。 

捕獲許可件数・捕獲頭数の推移を見ると、令和３年度は１８件・２頭で

あったものが、令和４年度は２５件・１１頭、令和５年度には３２件・２

１頭にまで増加した。令和６年度では１２件・５頭と減少したものの、最

近の傾向としては山間部だけでなく市街地周辺でも目撃情報や被害報告が

寄せられており、人身被害の発生が懸念されている。 

 

イ イノシシ 

水稲・そば・タケノコ・自家消費用野菜（かぼちゃ・ばれいしょ等）が

食害や掘り起こし、踏み倒し被害等が発生している。近年は被害が増加傾

向にあることに加え、山際だけでなく集落の人家付近の水田・畑にも出没

しており、人身被害の発生が懸念されている。 

近年は電気柵等の効果により農作物被害は設置後減少傾向にあるが、電

気柵に慣れた個体が侵入してきている。また、電気柵を集落単位で設置し

ていない地区（主に長井地区、袋原地区、宇内地区、本名地区）で特に農

作物被害が相次いでいる状況にある。 

 

ウ ニホンジカ 

  平成２８年まではニホンジカの目撃情報は報告されておらず、平成２９

年以降は個体数が増加し、生息範囲が拡大していると考えられる。 

令和５年度においては、７頭捕獲しており、水稲等の農作物被害が発生

している。今後、林業被害や人的被害の発生が懸念される。 

 

エ ニホンザル 

  ニホンザルによる被害は現段階では確認されていない。しかし、近隣市

町村では農作物等被害が発生していることに加え、町内でも目撃情報が寄

せられている状況にある。今後、被害が発生する恐れがあるため、追払い

等により被害の未然防止対策を講じる必要がある。 

 

オ ハクビシン 

  ハクビシンによる被害は、町内全域で果実類（もも・ぶどう等）や自家

消費用野菜（トマト・トウモロコシ等）の被害報告が多く寄せられている

。 
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カ アナグマ 

  アナグマによる被害は現段階では確認されていないものの、中型獣類に

よる農作物被害の未然防止対策を講じる必要がある。 

 

キ タヌキ 

  タヌキによる被害は現段階では確認されていないものの、中型獣類によ

る農作物被害の未然防止対策を講じる必要がある。 

 

ク カラス類 

  カラス類による被害は、春から秋にかけて町内全域で確認されている。

出荷販売を目的とする農作物には被害がないものの、野菜・果実類の被害

や市街地での糞害が頻発している。 

 

ケ サギ類 

  農水産物被害報告はないが、鳴き声による騒音や糞等の被害が確認され

ており、環境被害軽減・農水産物被害防止対策が必要である。 

 

コ カワウ 

  農水産物被害報告はないが、鳴き声による騒音や糞等の被害が確認され

ており、環境被害軽減・農水産物被害防止対策が必要である。 

 

（３）被害の軽減目標 

指 標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度） 

ツキノワグマ 

農作物被害金額 
８４８.６千円 ４２５千円 

ツキノワグマ 

農作物被害面積 
０．２１ha ０．１ha 

イノシシ 

農作物被害金額 
６８．８千円 ５０千円 

イノシシ 

農作物被害面積 
０．５ha ０．３ha 

ニホンジカ 

農作物被害金額 
２５８.２千円 ５０千円 

ニホンジカ 

農作物被害面積 
０.２ha ０.１ha 
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ニホンザル 

農作物被害金額 
０千円 ０千円 

ニホンザル 

農作物被害面積 
０ha ０ha 

ハクビシン 

農作物被害金額 
４.１千円 ３千円 

ハクビシン 

農作物被害面積 
０．０００７ha ０.０００３ha 

アナグマ 

農作物被害金額 
０千円 ０千円 

アナグマ 

農作物被害面積 
０ha ０ha 

タヌキ 

農作物被害金額 
０千円 ０千円 

タヌキ 

農作物被害面積 
０ha ０ha 

カラス類 

農作物被害金額 
０千円 ０千円 

カラス類 

農作物被害面積 
０ha ０ha 

サギ類 

水産物被害金額 
０千円 ０千円 

サギ類 

水産物被害面積 
０㎏ ０㎏ 

カワウ 

水産物被害金額 
０千円 ０千円 

カワウ 

水産物被害面積 
０㎏ ０㎏ 
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（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課 題 

捕獲等に

関する取

組 

＜全体＞ 

箱わな、くくりわな、銃器を

用いて捕獲等を実施する。 

（会津坂下町鳥獣被害対策 

実施隊と連携して実施） 

 

＜獣種別＞ 

①ツキノワグマ 

・箱わな及び銃器による 

有害捕獲 

（対策を実施しても農作物

被害を防げない場合、 

または人的被害の恐れが

ある場合） 

②イノシシ 

・箱わな、くくりわな及び

銃器による有害捕獲や

予察捕獲 

（対策を実施しても農作物

被害を防げない場合、 

または頻繁に出没してい

る場合 

※なお、イノシシは指定管

理鳥獣に指定されてい

るため、県が直接捕獲を

実施している。 

③ニホンジカ 

・くくりわな及び銃器に 

よる有害捕獲 

（対策を実施しても農林

産物被害を防げない場

合） 

※なお、ニホンジカは指

定管理鳥獣に指定され

ているため、県が直接

捕獲を実施している。 

 

＜全体＞ 

・実施隊員の高齢化に伴う今後

の担い手の確保 

・捕獲機材の追加や捕獲技術向

上による効率的な捕獲の実施 

・有害捕獲と侵入防止対策、環

境整備を並行して行っていく

必要がある。 

・鳥獣は境界無く被害をもたら

すため、近隣市町村との協力

が必要である。 

・農業者が農作物被害対策を行

っていないのにも関わらず、

農作物被害があっただけで有

害捕獲ができると勘違いして

いる。 

・錯誤捕獲を防ぐための工夫が

必要である。 

・捕獲した鳥獣のモニタリング

検査の際、必要となるサンプ

ル採取が実施隊の負担となる

場合がある。 

・福島県はジビエ等の有効利用

ができないため、出荷制限解

除に向けた取り組みが必要で

ある。 

 

＜獣種別＞ 

・捕獲が困難な（わなに慣れて

いる）ツキノワグマやイノシ

シが増えてきている。 

・カラス類は知能が高いため、

銃を構えた瞬間や、実施隊の

車が通過しただけで逃げてし

まうため、他の対策が必要で

ある。 
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④ハクビシン 

・箱わなによる有害捕獲 

（対策を実施しても農作物

被害を防げない場合） 

⑤カラス類 

・銃器による有害捕獲 

 （対策を実施しても農作物

被害を防げない場合） 

防護柵の

設置等に

関する取

組 

＜取組＞ 

・適切な設置の指導や支援 

（対象鳥獣に合わせた適切

な設置（段数、ワイヤー

間の幅等）等の指導や支

援を実施している。） 

・設置期間中の管理（除草作

業や点検、見廻り等）の指

導や支援 

 

＜町支援策＞ 

・電気柵の貸出 

（令和２年度より） 

・鳥獣用の侵入防止柵等（電

気柵等）の購入費補助 

（令和３年度より） 

＜全体＞ 

・防護柵設置や維持管理の重要

性や大変さを周知する必要が

ある。 

・防護柵の設置と環境整備を並

行して行う必要がある。 

・集落として村全体を守ってい

こうという共通意識がない場

合、集落ぐるみでの電気柵設

置や維持管理が困難である。 

・鳥獣は境界無く被害をもたら

すため、近隣市町村との協力

が必要である。 

＜設置について＞ 

・補助金について、１集落単位

の補助メニューしかないこと

が、複数集落での電気柵設置

を検討する際の足かせになっ

ている。 

＜維持管理について＞ 

・高齢化や担い手不足により、

今後の電気柵の維持管理をど

うしていくかについては、ど

の集落も頭を悩ませている。 

生息環境

管理その

他の取組 

・誘引物の除去や管理、藪の

苅払い等の指導 

（地域高校生と集落住民が

協力して苅払いを行って

いる集落もある。） 

・動物駆逐用花火等の提供 

及び打ち上げ依頼 

＜全体＞ 

・集落として村全体を守ってい

こうという共通意識がない場

合、集落ぐるみでの作業が難

しい。 

・高齢化や担い手不足により、

環境管理が年々困難になって
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・会津坂下町鳥獣被害防止対

策協議会による放任果樹

伐採（令和３年度より） 

・農作物被害面積や被害金額

等の把握 

（ＡｒｃＧＩＳ等による 

データの集計や蓄積） 

きている。 

＜放任果樹伐採について＞ 

・放任果樹伐採前に実施箇所周

辺の草刈がされていないと、

伐採が円滑に実施できない。 

・放任果樹伐採時は、地権者の

方々への同意や伐採対象樹木

と非対象樹木の区別、土地境

目等に十分留意して伐採を行

うことが肝要である。また、

上記の情報を区長や伐採者の

方々等と共有する。 

＜被害の把握について＞ 

・農業者は被害が軽微な場合、

被害報告を行わない傾向があ

るため、実態の全容把握が難

しい。 
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（５）今後の取組方針 

○全体の取組 

会津坂下町鳥獣被害防止対策方針に基づき、会津坂下町鳥獣被害防止対 

策協議会と連携し、総合的な被害防止活動を展開する。また、地域住民自

ら鳥獣対策（動物駆逐用花火による追払い、誘引物の除去、集落単位での

電気柵の設置等）に取り組む意識を醸成し、有害鳥獣に強い集落の環境づ

くりを推進する。 

 

捕獲等に関する取組 

・会津坂下町鳥獣被害対策実施隊と連携し、効率的な捕獲方法に関する調

査を実施し、捕獲体制の強化を図る。 

・ＩＣＴわな等先進技術を用いた機器を効果的に活用し、見廻りコストの

軽減・省力化等を図る。 

 

防護柵の設置等に関する取組 

・集落単位での防護柵整備を推進する。 

・電気柵の貸出、侵入防止柵等（電気柵等）の購入費補助、電気柵等設置

の指導や支援を実施する。 

・電気柵等設置期間中の管理(除草作業や点検等)について指導していく。 

 

 生息環境管理その他の取組 

・動物駆逐用花火等による追払い、誘引物の除去（放任果樹伐採等）、藪

の苅払い（緩衝地帯の整備）等を推進していく。 

・農作物被害等が発生した場合、関係団体等と協力して被害面積、被害金

額等被害の全容を把握し、データの集計・蓄積を図る。 

（ＡｒｃＧＩＳ等による） 

 

 人材育成等に関する取組 

・実施隊員の高齢化により隊員の確保が困難になっていることから、地域

住民に対する有害鳥獣捕獲及び狩猟に関する広報活動や、既存隊員と新

規入隊者の狩猟免許取得費補助を実施する。 

・捕獲従事者（実施隊等）の捕獲技術向上を図るために射撃研修や講習会

に参加できる体制を整える。 
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○獣種別の取組 

 ツキノワグマ 

  被害未然防止対策として、集落住民による農地周辺の草刈や藪の苅払い

等を実施する。また、侵入防止柵等設置重点地区に指定している地区にお

いて侵入防止柵設置を検討する。出没段階の対策としては、動物駆逐用花

火による追払い等を行う。 

上記対策を実施しても農作物被害が発生した場合については、有害捕獲

を実施する。箱わなによる捕獲を基本とし、止め差しとして銃器を使用す

る。なお、緊急性を要する場合（錯誤捕獲されたツキノワグマに銃器を使

用する必要がある場合等）については、銃器（ライフル銃）による捕獲を

検討する。 

 

イノシシ 

  被害未然防止対策として、集落住民による農地周辺の草刈や藪の苅払い

等を実施する。また、侵入防止柵等設置重点地区に指定している地区にお

いて侵入防止柵設置を検討する。出没段階の対策としては、動物駆逐用花

火による追払い等を行う。 

上記対策を実施しても農作物被害が発生した場合については、有害捕獲

を実施する。くくりわなや箱わなを用いて捕獲し、止め差しとして銃器を

使用する。しかし、わなでの捕獲の実績が少ない場合については、必要に

応じて銃器（ライフル銃）による捕獲を検討する。 

 

ニホンジカ 

  軽微な農作物被害が発生しているが、今後さらなる被害発生が予想され

ることから、忌避剤の散布や動物駆逐用花火による追払い等の対策が必要

である。 

被害が発生した場合は、有害捕獲を実施する。くくりわなを用いて捕獲

し、止め差しとして銃器を使用する。しかし、わなでの捕獲が困難な場合

については、必要に応じて銃器（ライフル銃）による捕獲を検討する。ま

た、被害状況に応じ、侵入防止柵の設置を検討する。 

 

ニホンザル 

今後、被害発生が予想されることから、誘引物除去の徹底や動物駆逐用

花火による追払い等の対策が必要である。 

被害が発生した場合は、有害捕獲を実施する。箱わなを用いて捕獲し、

止め差しとして銃器を使用する。しかし、箱わなでの捕獲が困難な場合に

ついては、必要に応じて銃器による捕獲（ライフル銃）を検討する。また

、被害状況に応じ、侵入防止柵の設置を検討する。 
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ハクビシン・アナグマ・タヌキ 

  誘引物除去の徹底を図り、忌避剤の散布及び防除ネットや簡易電気柵の

設置等を実施する。 

被害が発生した場合は、箱わなによる有害捕獲を実施する。 

カラス類 

  誘引物除去の徹底を図り、忌避剤及び防鳥ネットの設置、動物駆逐用花

火による追払い等の対策を実施する。 

被害が発生した場合は、銃器による有害捕獲を実施する。 

実施時期については、その年によって被害時期に変動があるため、特定

せずにその都度実施隊等と適切な時期・方法等について協議し、柔軟に対

応していく。 

 

サギ類・カワウ 

  誘引物除去や動物駆逐用花火による追払い等の対策が必要である。 

被害が発生した場合は、銃器による有害捕獲を実施する。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

 会津坂下町鳥獣被害対策実施隊は、会津坂下町長が実施隊員を任命し定員

２０名として組織している。 

 捕獲については、会津坂下町と会津坂下町鳥獣被害対策実施隊等が連携し

捕獲時期や捕獲場所について協議し、実施している。 

 なお、各対象鳥獣の捕獲体制については以下の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津坂下町 

鳥獣被害対策

実施隊 

町民や区長・自治会長等 

（被害現場） 

会津坂下町 

捕獲 協力 通報 
現場

確認 

許可・出動要請等 

許可申請・報告等 

会津坂下町 

鳥獣被害防止

対策協議会 

連携 連携 



13 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和 

７ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・目撃情報、農作物被害等の情報収集による 

行動域の把握 

・行動域に応じた捕獲方法の検討 

・被害防止対策に向けた講習会の開催 

（各集落単位） 

・狩猟免許の取得や実射研修参加への支援 

・捕獲従事者（実施隊等）の育成・確保に向けた

広報活動 

・近隣市町村との連携 

令和 

８ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・目撃情報、農作物被害等の情報収集による 

行動域の把握 

・行動域に応じた捕獲方法の検討 

・被害防止対策に向けた講習会の開催 

（各集落単位） 

・狩猟免許の取得や実射研修参加への支援 

・捕獲従事者（実施隊等）の育成・確保に向けた

広報活動 

・近隣市町村との連携 

令和 

９ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・目撃情報、農作物被害等の情報収集による 

行動域の把握 

・行動域に応じた捕獲方法の検討 

・被害防止対策に向けた講習会の開催 

（各集落単位） 

・狩猟免許の取得や実射研修参加への支援 

・捕獲従事者（実施隊等）の育成・確保 

・近隣市町村との連携 
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（３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

福島県第１３次鳥獣保護管理事業計画及び福島県が定める各対象鳥獣の管

理計画に則り、捕獲を実施する。 

なお、各対象鳥獣の捕獲計画数・捕獲目標数は以下の通りとする。 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数・捕獲目標数 

  令和７年度   令和８年度   令和９年度 

ツキノワグマ １５頭 １５頭 １５頭 

イノシシ ２０頭 ２０頭 ２０頭 

ニホンジカ １０頭 １０頭 １０頭 

ニホンザル １０頭 １０頭 １０頭 

ハクビシン ３０頭 ３０頭 ３０頭 

アナグマ ３０頭 ３０頭 ３０頭 

タヌキ ３０頭 ３０頭 ３０頭 

カラス類 ２００羽 ２００羽 ２００羽 

サギ類 １５羽 １５羽 １５羽 

カワウ １５羽 １５羽 １５羽 

※ツキノワグマ・ニホンザル・サギ類については、捕獲計画数とする。 

（個体数調整対象種ではないため。） 

※その他の対象鳥獣については、捕獲目標数とする。 
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 捕獲等の取組内容 

鳥 獣 名：ツキノワグマ 

捕獲方法：箱わな及び銃器 

捕獲時期：４月～１１月 

捕獲場所：人的被害・農作物被害が懸念される地区 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：イノシシ 

捕獲方法：くくりわな、箱わな及び銃器 

捕獲時期：通年 

捕獲場所：人的被害・農作物被害が懸念される地区 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：ニホンジカ 

捕獲方法：くくりわな及び銃器 

捕獲時期：通年 

捕獲場所：人的被害・農作物被害が懸念される地区 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：ニホンザル 

捕獲方法：箱わな及び銃器 

捕獲時期：通年 

捕獲場所：人的被害・農作物被害が懸念される地区 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：ハクビシン・アナグマ・タヌキ 

捕獲方法：箱わな 

捕獲時期：４月～１１月 

捕獲場所：農作物被害が懸念される地区 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：カラス類 

捕獲方法：銃器 

捕獲時期：随時 

捕獲場所：農作物被害が懸念される地区及び 

特定猟具使用禁止区域（銃器）を除いた町内全域 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 
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鳥 獣 名：サギ類 

捕獲方法：銃器 

捕獲時期：随時 

捕獲場所：農水産物被害が懸念される地区及び 

特定猟具使用禁止区域（銃器）を除いた町内全域 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

鳥 獣 名：カワウ 

捕獲方法：銃器 

捕獲時期：随時 

捕獲場所：農水産物被害が懸念される地区及び 

特定猟具使用禁止区域（銃器）を除いた町内全域 

捕獲実施：会津坂下町鳥獣被害対策実施隊により必要最低限の捕獲を行う。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

現在までライフル銃を使用した取組等はない。 

しかし、下記の場合については、ライフル銃による捕獲を検討する。 

・箱わなやくくりわなでイノシシやニホンジカの捕獲数が増加しない場合 

（イノシシやニホンジカは警戒心が強くわなによる捕獲率が低く、個体数 

の更なる増加が懸念されるため。） 

・錯誤捕獲されたツキノワグマに対して銃器を使用する必要があり緊急性 

を要する場合 

※止め差しについては、従来どおり散弾銃や散弾銃以外の銃（サボット弾、

スラッグ弾を用いたサボット銃）で行う。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

会津坂下町 
ニホンジカ 

カワウ 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

電気柵等 

１８，０００ｍ 

（６地区） 

会津坂下町鳥獣被害

電気柵等 

９，０００ｍ 

（３地区） 

会津坂下町鳥獣被害

電気柵等 

３，０００ｍ 

（３地区） 

会津坂下町鳥獣被害
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防止対策方針に基づ

き、当該年度に侵入

防止柵等設置重点地

区に指定している６

地区（長井地区、見

明地区、塔寺地区、

洲走地区、天屋地区

、本名地区）で侵入

防止柵設置を検討す

る。 

防止対策方針に基づ

き、当該年度に侵入

防止柵等設置重点地

区に指定している３

地区（大上地区、宇

内地区、船窪地区）

で侵入防止柵設置を

検討する。 

防止対策方針に基づ

き、当該年度に侵入

防止柵等設置重点地

区に指定している３

地区（気多宮地区、

窪倉地区、片門地区

）で侵入防止柵設置

を検討する。 

ニホンジカ 

ニホンザル等 

被害状況に応じ、侵

入防止柵の設置を検

討する。 

被害状況に応じ、侵

入防止柵の設置を検

討する。 

被害状況に応じ、侵

入防止柵の設置を検

討する。 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル等 

＜町＞ 

・動物駆逐用花火の

提供及び打ち上

げ依頼 

・電気柵の貸出 

・侵入防止柵等 

（電気柵等）の 

購入費補助 

・電気柵等設置の指

導や支援 

＜集落等＞ 

・集落ぐるみでの除

草作業（除草剤散

布等）や設置期間

中の点検、見廻り 

＜町＞ 

・動物駆逐用花火の

提供及び打ち上

げ依頼 

・電気柵の貸出 

・侵入防止柵等 

（電気柵等）の 

購入費補助 

・電気柵等設置の指

導や支援 

＜集落等＞ 

・集落ぐるみでの除

草作業（除草剤散

布等）や設置期間

中の点検、見廻り 

＜町＞ 

・動物駆逐用花火の

提供及び打ち上

げ依頼 

・電気柵の貸出 

・侵入防止柵等 

（電気柵等）の 

購入費補助 

・電気柵等設置の指

導や支援 

＜集落等＞ 

・集落ぐるみでの除

草作業（除草剤散

布等）や設置期間

中の点検、見廻り 

 

 

 

 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 
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令和 

７ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・住民側からの目撃情報等の収集を行う。 

・住民に対し広報誌等を通じて、鳥獣被害防止に関す

る情報提供を行い、各集落単位の自衛意識を促す。 

・忌避剤等使用による未然防止対策を検討する。 

・集落環境診断等を行い緩衝帯整備の重要性や追払い

活動等の講習会活動を通じて、鳥獣被害対策に対す

る意識醸成を図る。 

・鳥獣の誘引要因（放任果樹や食物残渣
ざんさ

等）除去を 

実施する。 

・中山間地域直接支払交付金事業等の各種補助金を活

用して、電気柵設置等を推進する。 

・集落単位で電気柵等の被害防止対策に取り組めるよ

う、支援制度等の情報提供や講習会を行う。 

・電気柵等の維持管理等の対策を実践する地域の支援 

(助言や指導等)を行う。 

・会津坂下町鳥獣被害防止対策協議会を中心に総合的

な鳥獣被害対策の検討・立案を行う。 

令和 

８ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・住民側からの目撃情報等の収集を行う。 

・住民に対し広報誌等を通じて、鳥獣被害防止に関す

る情報提供を行い、各集落単位の自衛意識を促す。 

・忌避剤等使用による未然防止対策を検討する。 

・集落環境診断等を行い緩衝帯整備の重要性や追払い

活動等の講習会活動を通じて、鳥獣被害対策に対す

る意識醸成を図る。 

・鳥獣の誘引要因（放任果樹や食物残渣
ざんさ

等）除去を 

実施する。 

・中山間地域直接支払交付金事業等の各種補助金を活

用して、電気柵設置等を推進する。 

・集落単位で電気柵等の被害防止対策に取り組めるよ

う、支援制度等の情報提供や講習会を行う。 

・電気柵等の維持管理等の対策を実践する地域の支援 

(助言や指導等)を行う。 

・会津坂下町鳥獣被害防止対策協議会を中心に総合的

な鳥獣被害対策の検討・立案を行う。 
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令和 

９ 

年度 

ツキノワグマ 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

ハクビシン 

アナグマ 

タヌキ 

カラス類 

サギ類 

カワウ 

・住民側からの目撃情報等の収集を行う。 

・住民に対し広報誌等を通じて、鳥獣被害防止に関す

る情報提供を行い、各集落単位の自衛意識を促す。 

・忌避剤等使用による未然防止対策を検討する。 

・集落環境診断等を行い緩衝帯整備の重要性や追払い

活動等の講習会活動を通じて、鳥獣被害対策に対す

る意識醸成を図る。 

・鳥獣の誘引要因（放任果樹や食物残渣
ざんさ

等）除去を 

実施する。 

・中山間地域直接支払交付金事業等の各種補助金を活

用して、電気柵設置等を推進する。 

・集落単位で電気柵等の被害防止対策に取り組めるよ

う、支援制度等の情報提供や講習会を行う。 

・電気柵等の維持管理等の対策を実践する地域の支援 

(助言や指導等)を行う。 

・会津坂下町鳥獣被害防止対策協議会を中心に総合的

な鳥獣被害対策の検討・立案を行う。 
 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

会津坂下町 
各関係機関との連絡調整、見廻り及び広報活動、 

麻酔銃使用者の出動依頼 

福島県会津坂下警察署 
周辺の見廻り及び広報活動、 

周辺への関係者以外の立入り制限 

福島県会津地方振興局 
有害鳥獣の捕獲等に関する助言及び指導、 

麻酔銃使用者の出動依頼 

福島県自然保護課 
有害鳥獣の捕獲等に関する助言及び指導、 

麻酔銃使用者の出動指示 

福島県猟友会 

両沼支部坂下分会 

見廻り、効果的で安全に配慮した駆除、 

捕獲後の処理 

会津坂下町 

鳥獣被害対策実施隊 

見廻り、効果的で安全に配慮した駆除、 

捕獲後の処理 
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（２）緊急時の連絡体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

捕獲等をした鳥獣は、私有地または町有地に埋設する。 

捕獲現場における私有地での埋設については、土地の所有者に許可を得る

とともに、周辺住民の方々の理解・協力を得ながら埋設処理をする。 

町有地への埋設については、捕獲現場での埋設が不可能な場合に限り実施

する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

なし 

（原子力災害対策特別措置法に基づく出荷・摂取等の制限があるため、捕獲

した対象鳥獣の食品としての利用は当分の間困難である。食品・ペットフー

ド・皮革としての利用等をするためには今後、県をあげて出荷制限解除に向

けた取組が必要であると考える。） 

 

会津坂下町 

鳥獣被害対策

実施隊 

会津坂下警察署 

福島県会津地方振興局 

県民環境部 

町民や区長・自治会長等 

（被害現場） 

会津坂下町 

福島県自然保護課 

麻酔銃使用者 

捕獲 

協力 

通報 

注意

喚起 

情報共有・協力 

通報 現場

確認 

許可・出動要請等 

許可申請・報告等 

連絡調整 

出動

指示 

麻酔銃 

出動依頼 
連絡調整 相互連携 
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（２）処理加工施設の取組 

なし 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

なし 
 
 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 会津坂下町鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役 割 

会津坂下町 協議会の事務局。協議会に関する連絡調整 

会津よつば農業協同組合 

みどり東部営農経済センター 

有害鳥獣関連情報の提供と被害防止に関す

る指導 

福島県猟友会 

両沼支部坂下分会 

捕獲隊員の推薦、猟友会会員の増加、 

指定管理鳥獣の捕獲 

会津坂下町 

鳥獣被害対策実施隊 

有害鳥獣捕獲等の実施及び効果的で安全に

配慮した駆除方法についての助言 

会津若松地方森林組合 農地周辺の環境整備等の助言 

福島県鳥獣保護管理員 
有害鳥獣関係情報の提供と保護に関する業

務 

区長会長 

（若宮、川西、八幡、高寺） 
被害状況の情報提供・被害対策の協力 
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（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役 割 

会津森林管理署 国有林での有害鳥獣関連情報の提供 

福島県会津地方振興局 

県民環境部 
有害鳥獣の捕獲等に関する助言及び指導 

福島県会津農林事務所 

会津坂下農業普及所 
農作物の被害対策に関する助言及び指導 

会津坂下警察署 
被害状況の確認と住民への注意喚起、緊急時に

おける住民の安全確保 

福島県会津農林事務所 

森林林業部 

農地周辺の環境整備としての森林管理・森林整

備手法についての助言及び指導 

阿賀川非出資漁業協同組合 阿賀川のカワウによる水産物被害の防止 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

平成２６年４月１日から会津坂下町鳥獣被害対策実施隊を組織している。

人数は、２０名以内とする(町職員を除く)。 

（実施隊員を総括する隊長１名、副隊長１名、隊員１８名以内で組織。） 

事務局は、会津坂下町産業課農林振興班内におく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

・捕獲従事者（実施隊等）の捕獲技術向上を図るため、射撃研修や講習会

に参加できる体制を整える。 

・地域住民に対する有害鳥獣捕獲及び狩猟に関する広報活動や既存隊員と

新規入隊者の狩猟免許取得費補助を実施し、人材の育成や確保を図る。 

会津坂下町鳥獣被害対策実施隊 

・有害鳥獣捕獲等の実施 

・被害発生情報の収集 

                等 

隊員 

・有害鳥獣捕獲等の実施 

・効果的で安全に配慮した捕獲

等の方法についての助言 

等 

事務局（会津坂下町） 

・町民等からの被害発生情報の収集 

・会津地方振興局への捕獲等許可申請

事務(イノシシ、ツキノワグマ、  

ハクビシン)         等 
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１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

近隣市町村（会津若松市・喜多方市・会津美里町・西会津町・柳津町・湯

川村等）との広域連携を検討する。また、会津地方鳥獣被害防止広域対策推

進協議会（構成機関：会津地域１７市町村）において、鳥獣被害の現状や捕

獲実績等について「見える化」する必要があり、市町村間の連携を図るとと

もに、県との連携の強化を進める必要がある。 

（広域的な被害防止計画の策定、各種情報の共有、市町村の垣根を越えた 

電気柵の設置(当町集落と別市町村集落の協力体制の構築支援等)、ＩＣ 

Ｔわなの電波を市町村間で共有することによる効果的な利用・コスト低 

減等） 

 

 


